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＜7月定例会の報告＞ 

新規入会の方も含め、あおたけの間

にて自由討議が盛況に開かれました。 

「長い間、本人の正確な病名を知らず

に前医へ通院、この度自ら入院したい、

と申し出たので家族会がある病院を入

院条件の一つとして選んだ。地域で生

活できることが当然でなければならな

いはずなのに隣人・知人は精神疾患と

いうだけでタブー視する。正しく理解

されるためにどうしたらよいか、家族

会で皆さんと考えていきたい。本人に

は一緒に病気をわかちあえる仲間を見

つけてほしいと願っている」 

（信頼できる人にのみ罹患を打ち明け

ている、という複数のご家族の意見あ

り） 

「入院中だが自立に向けて子供にはさ

まざまな申請手続きを一緒についてい

き覚える練習をしているところ。」 

「自宅にこもりきり。自分の病気を認

めたくないので通院していても核心に

触れないまま時間だけが過ぎていく。」 

「刃傷沙汰寸前になったこともしばし

ばあった。（と複数の方の発言あり）包

丁を隠したり一晩中付き合ったり様々

な試みをして年齢的に落ち着いてきた。 

兄弟に手伝ってもらい障害年金から報

酬を払っている」 

「この病気は脳のどこかが壊れている

んでしょうか？」 

「家族会に参加したり本を読んで正し

い知識を身につけていきましょう」 

「診察の時、医師の話し方（テクニッ

ク）が参考になる。」 

 

＜8月定例会の報告＞ 

猛暑の中、25 日、自由討議に久しぶ

りの方や最近再入会された方をはじめ、

実習学生さんなど大勢の方が参加され

ました。 

今国会で成立見込みの障害者総合福

祉法や国連障害者の権利条約批准につ

いての大きなテーマをはじめ、医療だ

けにとどまらない身近な生活課題、家

族自身の学習の在り方や経験に基づく

貴重な発言など盛りだくさんとなり、

病いをどう受け止め、乗り越え共存す

るべきか重要な示唆と研鑽をつむこと

ができました。 

 定刻時間が過ぎても話は尽きず、最

後はＡさんの貴重な人生経験を車座で

うかがうことができ充実した時間とな

りました。 

 

お知らせ 

① 9 月定例会は 20 日（木）13 時 30 分

～、別館１階あおたけの間で自由討

議を行います。 

② 10月定例会は 25日（木）13時 30分

～、別館１階あおたけの間で自由討

議を行います。 

③ 11 月 10 日(土)、岡山県精神保健福

祉大会が岡山市三木記念ホールで開

催されます。時刻・内容などは未定。 

 

家族会には、ご家族はもちろん当事

者の方も読める病気の理解を深める

書籍が本館 3 階にあります。貸出可

能ですので相談室ワーカーへお申し

出ください。 


